
道路上の電線（電気や通信）を、まとめて地下
に埋める施設です。

電線共同溝とは

無電柱化の推進
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大阪国道事務所が管理している国道は、災害発生時に災害拠点病院等へのアクセスに必要な広域緊急交通
路に指定されています。
電線共同溝を整備し無電柱化することにより、災害時における緊急輸送道路の確保、安全で快適な歩行空
間の確保、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりを支援していきます。



電線共同溝整備状況

事業中
道路延長
42.0ｋｍ

令和7年4月時点

無電柱化の推進
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凡例

 高速道路など

 その他の国道

 大阪国道事務所管理道路延長

 事業中道路延長

※上記の内容は大阪国道事務所として検討しているものであり、他の行政機関と調整した結果ではありません。

※中央環状線を基準に内側を「インナーエリア」外側を「アウターエリア」とする。

重点路線

インナーエリア アウターエリア

優先度付与 優先度付与

整備優先路線

整備優先路線の選定方法 整備優先路線のイメージ

●東西南北方面

●各1路線

●市内と中央環状線を

●繋ぐ

●中央環状線と

●外環状線を繋ぐ

●外環状線と

●後方支援活動拠点を繋ぐ

●津波被害が及ばない

分類

その他

大阪府内の重点路線における整備方針(案)

インナーエリアから

アウターエリアへ

万博公園

服部緑地

大泉緑地

寝屋川公園

久宝寺緑地

中央環状線

外環状線

平成26年11月10日に無電柱化プロジェクトにより制定されました。

11月10日は「無電柱化の日」。

電柱を見立てた｢1｣を｢0｣にするという願いの

もと、平成26年に制定されました。

｢景観･観光｣｢安全･快適｣｢防災｣などさまざま

な観点からの効果が期待される無電柱化。

これからは｢電柱が無い事が常識｣となるよう

無電柱化による美しく安全で快適なまちづくり

を目指します。



道路の防災性の向上、安全で快適な通行空間の確保等を図るため、国道２５号志紀南電
線共同溝において調査設計等を実施し、無電柱化を推進しています。

し き みなみ

至 大阪市

志紀南電線共同溝

至）大阪市
お お さ か

JR志紀駅

八尾空港

至）四日市市

よ っ か い ち

至 奈良県

電線共同溝 電線共同溝

8.10m 1.80m3.30m

平面図

標準断面図

現況写真

写真

一般国道25号

志紀南電線共同溝

位置図
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無電柱化の推進

主な事例 ■国道２５号：志紀南電線共同溝 （事業中）

至 四日市市

至 大阪市

R6迄完成済み(直轄）

R7事業中(直轄）

拠点

凡例

（起）八尾市志紀町南4丁目

（終）八尾市志紀町2丁目




